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高齢者の複雑性尿路感染症におけるDL-8280の 治療経験

中内浩二

東京都養育院付属病院泌尿器科

本邦にお いて新たに開発された新合成経 口抗 菌剤DL-8280の 老年者の複 雑性尿路感染症 に対す る 臨

床効果の検討 を行 った。投与方法は1日200mg,分2で21症 例 に対 して投与 した。投与対象患者21例

中,条 件不足,再 来せず等による脱落 ・除外例のため,効 果判 定は16例 について,ま た副作用の検討

は19例 について行 った。

総合臨床効果は,著 効5例,有 効7例,無 効4例 で,有 効率は75%と 高値 であった。 細菌学的 効果

は,30株 の全起炎菌 に対す る消失率 が90%と やは り高値であった。一部の起炎菌 に対 する本剤のMIC

を測定 したが,MIC 3.13～6.25μg/mlの 菌株 では一部存続 を認め た が,MIC 1.56μg/ml以 下の菌株

では投薬後全株が消失 した。

副作用 は1例 に眠気 の訴 えが あったが,こ の症状 は本剤 による治療の完了の障害 にはならなか った。

本邦において新たに開発されたDL-8280は,benzoxazine

格を有する新合成経 口抗菌剤で,Pseudomonas aeruginosa,

Serratia marcescensな どを含めたグラム陰性菌のみならず,

Staphylococcus, Streptococcus faecalisな どのグラム陽性

菌,さ らに嫌気性菌に対しても幅広い抗菌 スペクトルと強い 殺

菌力を持つことが確認されている1)。また,血 中・組織内 へ の

移行,排 泄,毒 性に関する検討からも,臨 床的な使用に適する

ものと考えられている1)。このたび,本 剤を老年者の 複雑性尿

路感染症に使用する機会を得たのでその経験を報告する。

I. 対象および方法

治療の対象 として,昭 和57年2月 よ り同年11月 まで

の期間に東京都養育院付属 病院泌尿器科 を受診 した複雑

性尿路感染症を有す る外来および入院患者 を選んだ。投

薬を開始 した対象患者数は21例 であったが,こ の うち

2例 は投薬終 了時 の指定 日に来院不能 であったため脱 落

とし,ま た他 の3例 は投薬 直前の分離菌 の菌数が不足 し

ていたため除外 し,残 り16例 につ いて薬効の評価 を 検

討 した。菌数不足の3例 につ いては副作用の検討は可能

であったため,副 作用 の検討 は19例 について行 っ た。

対象患者 の年齢は,本 院 の特徴上高齢者が多 く,最 高

88歳,最 低69歳 であ り,薬 効評価対 象患者 の 平均年齢

は78.5歳,男11人,女5人,副 作用 検討の対 象患者 の

平均年齢 は78.3歳,男14人,女5人 であった。薬効評

価の対象 となった16例 の臨床診 断は急性膀 胱 炎1例,

慢性膀胱炎13例,慢 性 腎盂腎 炎2例 であ り,全 例 が 基

礎疾患を伴 ってお り,そ の内容 はTable 1に 示 してあ

るが,神 経因性膀胱 と前立腺肥大症 が多 く,ほ かに前立

腺癌,尿 道狭窄症,尿 道 カル ンクル,膀 胱 憩 室,腎 結

石,腎 乳頭壊死症などがあった。 また,カ テー テル留置

例は4例 であった。

薬剤投与方法は,DL-8280 100mgを 朝夕各1回 宛 投

与 し,投 与 日数は高齢者の来院 の都 合 を 考 え た た め,

UTI薬 効評価基準2)に定め られ た5日 問 とした ものは1

例のみで,大 部分の症例では7日 間,ほ か に6日 間が2

例,12日 間が1例 であ った。

各症例 に対 して,薬 剤 の治療効果 と副作用 を調べるた

めに,投 与前お よび投与終 了の翌 日に,尿 検鏡,尿 培 養

検査,生 化学,肝 機能,血 算,CRP検 査 を 行 っ た。 ま

た,投 薬 中の自覚的 ・他覚的 変化 に関 しては,期 間中は

患者 あるいは家族が少 しで も異常 を感 じた ら連絡 して も

らうよ う,ま た投薬完了後には問診することに より,見

落 さないよ うに心掛 けた。

II. 治療成績

DL-8280投 与に よる治療成績 の効果判定は,UTI薬 効

評価基準(第 二版)2)の うちの複雑性 尿路感染症 に お け

る薬効評価基準に従 った。ただ し,本 基準 では投薬期間

を5日 間 と定 めているが,当 院 の診療 日お よび対象が高

齢者 であるとい う事情か ら,投 薬 日数 のみは前述の ごと

くにせざるを得なか った。

a) 総合臨床 効果

対 象 となった全症例の詳細 なデータをTable 1に,ま

た総 合臨床効果 をTable 2に まとめた。細菌尿に関する

効果 では陰性化10例,減 少0例,菌 交代3例,不 変3例

で陰性化率は62.5%で あ った。膿尿 に 対する 効果 は正

常化6例,改 善1例,不 変9例 であ り,正 常化率37.5%

と低 く,正 常化に改善を 加 えた 改善率 でも43.7%と,

細菌尿 の陰性 化率に比 し低 かった。細菌尿,膿 尿の成績
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Table 1 Clinical summary of complicated UTI

 

Patients

*
 Before treatment

/ After treatment
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Table 2 Overall clinical efficacy in complicated  UTI

Table 3 Overall clinical efficacy classified by the type of infection

Table 4 Bacteriological response in

complicated UTI

*  Regardless of bacterial count

Table 5 Strains appearing after treatment

in comlicated UTI

をまとめた総 合臨床効果 は,著 効5例,有 効7例,無 効

4例 と 上記成績 を 反映 してお り,著 効率 は31.3%で あ

ったが,著 効,有 効を合わせた 有効率 は75%と 高い値

であ った。

b) 疾患病態群別総 合臨床効果

UTIの 疾患病態群別 にみた総合臨床効果 をTable 3
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Table 6 Relation between MIC and bacteriological response

No. of strains eradicated/No. of strains isolated

に示す。単 独感染7例 での有効率は57%,混 合感染9例

での有効率 は89%と,混 合感 染の 有効率 の方が 高か っ

た。 カテーテル留置症例は全例 で4例 であったが,有 効

3例,無 効1例 で有効率は75%と かな り高い値 を 示 し

た。

c) 起 炎菌 に対する効果

投薬前後 の尿培養検査結果 よ り,起 炎菌に対する効果

をみた(Table 4)。UTI薬 効評価判定基準では,混 合感

染 の場合は総菌数を問題 とす る故,全 菌種 を個々の菌種

の菌数 に関係 な く取 り上 げ た。 この結果,Escherichia

coliが4株 中2株 の50%,P. aeruginosaが3株 中2株

の66.6%の 消失率 であるほかは 全菌種 の 消失 をみてお

り,合 計30株 の起 炎菌 の うち27株 が消失 し,消 失率は

90%と い う成績 であた。

一方
,投 薬後 出現菌 はTable 5に 示 すよ うに7株 あっ

た。 この うち,Corynebacterium 2株 と酵母様真菌1株

以外は,全 て同一症例 において検出され た ものである。

d) 起炎菌に対するMICと 効果の関係

検出 され た起 炎菌30株 中14株 につき,DL-8280に 対

する最小 発育阻止濃度(MIC)を 測定す ることがで きた

ので,投 薬 による影響 との関係 を調べた。結果 はTable

6に 示 すが,分 母が投薬前菌株数,分 子はその うちの消

失 した菌株数 である。MICの 測定 を実施 した菌株 に関

す る限 りでは,14株 ともMICは6.25μg/ml以 下 で あ

り,MIC 3.13～6.25μg/mlの 菌株 では一部存続 を認 め

たが,MIC 1.56μg/ml以 下の菌株 は全 て 消 失 し て い

た。

一方,投 薬 後検出され た菌株には,高 値MICを 示 す

2株,E. coli(MIC 50μg/ml)とCorynebacterium(MIC

12.5μg/ml)の 各1株 が認め られ た。

e) 副作用

副作用は19例 について検討 した。臨床症状では,第5

例の78歳 男性 で,服 用3日 目よ り眠気 を感 じはじめた

が,そ の まま7日 間 の内服 を完了 し,以 後は眠気は無く

なった とい う1例 がある以外 には問題は無かった。検査

成績 に関 しては,血 算,生 化学,CRPの 検査を実施した

が,問 題 のあるよ うな変化 は1例 も認め られ な か った

(Table 7)。

III. 考 按

高齢者 の複雑性尿路感染症に対す るDL-8280の 臨 床

効果 を,1日 投与量200mgに て検討 した。16例 に対す

る総合臨床効果は,有 効率75%と 高値 であっ た。この

有効率は,筆 者が最近行った複雑性尿路感染症に対する

各種の経 口抗生剤 の臨床研究3)の うち,最 高のもので あ

った。 また,細 菌学的効果 も消失率90%で,こ れ も今ま

での経験において最高であ り,少 数例 の経験 で は ある

が,良 く効 く薬 とい う印象を得た。臨床分離株に対する

MICを み ると,3.13～6.25μg/mlを 境に して効果が別

れ るよ うであるが,我 々の治験 では全例1日 当た り200

mgの 投与量 としてお り,も し,こ れ を1日 当たり400

mgの 投与量に しておれ ば,効 果 はさらに上 った可能性

も考え られ る。

副作用に関 しては,治 療 を継続す る上で特に障害とは

な らなかったが,1例 が眠気 を訴 えた。 これ以外には,

臨床症状 および検査成績 か らみて,問 題 となる所見は認

め られなか った。
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Table 7 Laboratory findings

B: Before, A: After
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CLINICAL EVALUATION OF DL-8280 ON THE COMPLICATED 

URINARY TRACT INFECTION IN AGED PATIENTS 

KOJI NAKAUCHI 

Department of Urology, Tokyo Metropolitan Geriatric Hospital 

A study of the effect of a new antimicrobial drug, DL-8280, on the complicated urinary 
tract infection of 21 aged patients is reported. 

Clinical efficacy was excellent in 5, good in 7 and poor in 4 out of 16 patients and the 
overall effectiveness rate was 75%. 

Concerning bacteriological response, the eradication rate was 90% against 30 clinical 
isolates. 

Only one patient complained of drowsiness during the drug administration with no 
obstruction to this study.


